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市
の
下
水
道
事
業
（
下
水
道
管
布
設
に
関
わ
る
工
事
費
等
）
に
必
要

な
資
金
は
下
水
道
使
用
料
、
国
や
都
の
補
助
金
の
ほ
か
に
国
な
ど
か
ら

の
長
期
借
入
金
で
あ
る
市
債
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
下
水
道
工
事
が
完
了
す
る
と
そ
れ
に
伴
う
市
債
の

元
利
償
還
金
（
元
金
と
利
息
の
返
済
）
や
維
持
管
理
費
な
ど
の
経
費
が

必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
一
般
家
庭
か
ら
の
排
水
や
事
業
所
の
汚
水
分
に
係
る
経

費
は
、
原
則
と
し
て
使
用
料
収
入
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
使
用
料
で
は
賄
い
き
れ
ず
不
足
分
を
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
で
補
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

ま
た
、
雨
水
分
に
係
る
経
費
は
道
路
建
設
や
補
修
な
ど
と
同
様
に
、

一
般
会
計
の
負
担
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
供
用
開

始
か
ら　

年
経
過
し
て
お
り
、
下
水
道
管
の
老
朽
化
へ
の
対
応
や
そ
れ

３０

ら
に
伴
う
調
査
等
、
維
持
管
理
経
費
が
増
加
す
る
見
込
み
で
、
一
方
、

使
用
料
収
入
は
今
後
大
き
な
伸
び
が
期
待
で
き
な
い
こ
と
か
ら
毎
年

度
一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
り
入
れ
を
し
な
い
限
り
、
下
水
道
会
計
は
、

収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
て
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
市
財
政
全
般
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
で
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
増
額
は

福
祉
や
教
育
な
ど
他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ

す
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
以
上
増
や
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
汚
水

分
に
係
る
処
理
費
用
は
、
使
用
者
の
方
々
に
負
担
い
た
だ
く
こ
と
を
原

則
と
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
た
び
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

財
政
基
盤
を
築
く
た
め
、
使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課
（
関
係
記
事
は
２
面
）

　

下
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
下

水
道
使
用
料
を
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
民
説
明
会
を
５
回
開
催
し
て
、
使
用
料
改
定

に
つ
い
て
ご
理
解
を
お
願
い
し
た
う
え
で
、
狛
江
市
下
水
道
使
用

料
条
例
改
正
案
を
昨
年　

月
の
市
議
会
定
例
会
に
提
案
、
審
議
を

１２

経
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
下
水
道
使
用
料
の
改
定
率
は
平

均
で　

・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
使
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
新

２０

た
な
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
経
費

の
節
減
と
健
全
な
事
業
経
営
に
努
め
る
と
と
も
に
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

以
下
使
用
料
改
定
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

快適な市民生活を営む上で欠かすことの出来ない�
大切なものです。皆さんのご理解をお願いします。�

世田谷通りの下には高さ�
約５ｍもある下水道管が�
埋まっています。�
恐る恐る下におりると�
ダンプカーが走れる程の�
大きさにびっくりです。�

どこまでも続く下水道管。しかし、�
所々にコンクリートがはげ落ち、�
鉄筋が出てしまっている部分が�
確認できます。�

何とこんな大きな�
モルタルの固まりが。�
いったいどこから侵入�
したのでしょうか。�
このような不純物を�
清掃するのにも多くの�
費用が必要になって�
しまいます。�

普段目にすることの出来ない�
狛江市の下水道の様子を�
道子カメラマンが皆さんに�
ご紹介しようと思います。�
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下

水

道

事

業

の

現

状



　
「
き
れ
い
、
よ
く
咲
い
て
い
ま
す

ね
。
」
と
声
が
か
か
っ
て
そ
れ
ま
で

の
苦
労
が
喜
び
に
変
わ
る
。
朝
夕
、

水
を
や
っ
て
い
る
と
、
努
力
が
実
っ

て
す
ば
ら
し
い
花
が
で
き
ま
し
た
、

自
分
も
た
の
し
み
、
喜
び
を
分
か
ち

合
う
。
来
年
も
菊
作
り
を
し
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
た
菊
。

黄
色
の
華
や
か
さ
、
純
白
の
清
ら
か

さ
、
ピ
ン
ク
の
艶
や
か
な
色
あ
い
、

細
管
の
せ
ん
細
な
感
じ
が
良
い
。
さ

し
芽
苗
か
ら
移
植
、
定
植
、
三
本
仕

立
て
、　

月
に
花
つ
ぼ
み
、
ワ
キ
芽

１０

と
り
な
ど
、
小
さ
な
花
が
毎
日
大
き

く
育
っ
て
い
く
の
も
愛
着
が
わ
く
。

水
や
り
の
苦
労
は
夏
が
大
変
で
、
九

月
か
ら
は
花
は
水
で
咲
か
せ
る
と
い

う
先
輩
も
あ
る
。
わ
が
家
で
は
雨
水

タ
ン
ク
を
設
け
、
空
中
の
栄
養
分
に

富
ん
だ
雨
水
を
用
い
、
水
の
節
約
を

し
て
い
ま
す
。

　

私
宅
は
東
南
の
角
地
な
の
で
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
散
歩
や
通
り
す
が
り

に
目
を
楽
し
ま
せ
、
ご
近
所
と
の
ふ

れ
あ
い
、
対
話
が
は
ず
み
ま
す
。
朝

日
が
当
た
り
西
日
が
当
た
ら
な
い
こ

と
は
、
菊
作
り
に
は
最
適
の
場
所
と

の
こ
と
。
と
き
に
菊
作
り
さ
れ
た
方

の
質
問
で
、
鉢
底
か
ら
の
高
さ
、
３

つ
の
花
の
位
置
、
小
菊
盆
栽
の
枝
ぶ

り
を
作
る
努
力
な
ど
、
い
っ
と
き
話

し
合
い
ま
す
。

　

毎
日
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
、
道

行
く
人
の
心
が
癒
さ
れ
る
菊
作
り
を

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
。

広報こまえ　平成１４年（200２年）１月 15日　�

金森秀雄さん

駒井町２丁目在住

※ ご自身で確定申告書を作成していただきます。
※ 職員は作成方法のアドバイスを行います。

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の

１４

１６

３
カ
年
の
収
支
を
試
算
し
、
歳
出
費

用
に
見
合
う
収
入
を
確
保
す
る
た
め

別
表
１
、
２
の
と
お
り
使
用
料
の
見

直
し
を
図
り
ま
し
た
。
な
お
、
公
衆

浴
場
汚
水
に
つ
い
て
は
据
え
置
き
を

行
い
ま
す
。

▽
次
の
方
は
下
水
道
使
用
料
の
額
が

減
免
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
使
用
料
改
定
に
あ
た
っ
て
、

現
在
の
経
済
情
勢
等
を
考
慮
し
、
所

得
の
低
い
方
や
市
民
の
日
常
生
活
に

関
連
す
る
生
活
関
連　

業
種
を
対
象

２３

と
し
て
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
方

に
は
減
免
措
置
を
行
い
ま
す
。

〔
対
象
業
種
〕

　

生
活
関
連　

業
種
は
、
パ
ン
製
造

２３

小
売
業
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
魚
介

類
小
売
業
、
豆
腐
製
造
小
売
業
、
日

本
そ
ば
店
、
中
華
そ
ば
店
、
め
ん
類

製
造
業
、
野
菜
小
売
業
、
か
ま
ぼ
こ

水
産
加
工
業
、
こ
ん
に
ゃ
く
製
造
業
、

民
生
食
堂
・
大
衆
食
堂
、
食
肉
小
売

業
、
大
衆
す
し
店
、
あ
ん
類
製
造
業
、

ソ
ー
ス
製
造
業
、
つ
け
物
製
造
業
、

そ
う
ざ
い
製
造
業
、
つ
く
だ
煮
製
造

業
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
業
、

水
産
物
仲
卸
業
、
簡
易
宿
所
営
業
等
、

理
容
業
、
美
容
業
で
す
。

〔
減
額
内
容
〕
１
カ
月
当
た
り　

�
５０

を
超
え
２
０
０
�
ま
で
の
水
量
１
�

に
つ
き
５
円
を
乗
じ
て
得
た
額
に
１

０
０
分
の
１
０
５
を
乗
じ
た
金
額
を

減
額
し
ま
す
（
例
え
ば
、
１
カ
月
分

の
使
用
水
量
が
１
０
０
�
の
と
き
は

２
６
２
円
減
額
、
２
０
０
�
の
と
き

は
７
８
７
円
減
額
さ
れ
ま
す
）
。

〔
申
請
手
続
〕
下
水
道
使
用
料
減
免

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

環
境
改
善
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
受
付
期
間
〕
１
月　

日
�
か
ら
２

２１

月　

日
�
ま
で

２０
〔
申
請
書
類
〕
減
免
申
請
書
は
、
環

境
改
善
課
に
て
配
付
し
ま
す
。

〔
受
付
期
間
後
の
申
請
分
〕
申
請
を

受
け
た
日
の
属
す
る
月
分
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

〔
減
免
施
行
日
〕
平
成　

年
４
月
か

１４

ら※
業
種
に
よ
っ
て
減
免
の
該
当
要
件

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
内
容
に

よ
っ
て
は
減
免
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。　

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

■
使
用
料
改
定
に
あ
た
っ
て

改　定　後現　　行

改定項目減免対象改定項目減免対象

減免基準（１カ月）

・１５�の分に相当する

料金を免除

生活扶助受給世帯

減免基準（１カ月）
・１０�の分に相当する
料金を免除

生活扶助受給世帯

児童扶養手当受給世帯児童扶養手当受給世帯

特別児童扶養手当受給世帯特別児童扶養手当受給世帯

母子福祉年金もしくは
準母子福祉年金受給世帯

母子福祉年金もしくは
準母子福祉年金受給世帯

・１カ月当り５０�を超え２００
�以下の汚水排出量１�に
ついて、５円に１００分の１０５
を乗じた額を減額する

生活関連業種２３業種―――――――――――――――――――

■別表３
下水道使用料減免措置
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第　

回
狛
江
市
男
女
平
等
推
進

１０

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
や
っ
ぱ
り
人
生
っ

て
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
」

　

狛
江
市
が
「
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
て
か
ら　

年
が
た
ち
ま
し

１０

た
。
昨
年
度
策
定
さ
れ
た
「
こ
ま
え

男
女
平
等
推
進
プ
ラ
ン
」
に
合
わ
せ

て
、「
狛
江
市
男
女
平
等
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
名
称
を
変
え
て
、　

回
目

１０

の
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

　

節
目
と
な
る
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
岩
波
ホ
ー
ル
な
ど
で
話
題
の
映

画
「
老
親
（
ろ
う
し
ん
）
」
の
上
映

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
映
前
に
は
、
こ
の
映
画

の
製
作
を
監
督
し
た
槙
坪
夛
鶴
子
さ

ん
の
ス
ピ
ー
チ
も
あ
り
ま
す
。「
や
っ

ぱ
り
人
生
っ
て
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
」
と
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

３０

分
か
ら
４
時
ま
で

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
参
加
費
〕
無
料
※
保
育
希
望
者
は

１
月　

日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

２１

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
調
整
課

菊
を
見
て
、
元
気
に

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

環
　
境
　
を
　
考
　
え
　
る

�

市
民
の
声

市
民
の
声�

�

　

平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民
税
申

１４

告
と
、
平
成　

年
分
所
得
税
の
確
定

１３

申
告
の
受
け
付
け
が
ま
も
な
く
始
ま

り
ま
す
。

　

申
告
書
の
提
出
は
、
市
民
税
・
都

民
税
は
２
月　

日
�
か
ら
３
月　

日

１８

１５

�
ま
で
市
役
所
へ
、
所
得
税
は
２
月

　

日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま
で（
土
・

１６

１５

日
曜
日
を
除
く
）
税
務
署
へ
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
記
入
・
計
算
ま
で
す
べ
て

済
ん
だ
確
定
申
告
書
（
所
得
税
）
に

つ
い
て
は
、
２
月　

日
�
か
ら
市
役

１８

所
で
も
お
預
か
り
し
ま
す
。

■
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め
に

提
出

　

確
定
申
告
期
間
中
、
税
務
署
の
窓

口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
申
告

書
は
自
分
で
書
い
て
、
早
め
に
提
出

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

申
告
書
の
控
が
必
要
な
方
は
ボ
ー
ル

ペ
ン
等
で
記
入
し
た
控
と
切
手
を
貼

付
し
た
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同
封
し

て
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
の
皆
さ
ん
へ

　

給
与
所
得
の
み
の
方
で
確
定
申
告

を
す
れ
ば
税
金
が
戻
る
方
は
、
２
月

　

日
�
以
前
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

１５な
お
、
還
付
金
の
受
け
取
り
は
、
銀

行
振
込
を
利
用
く
だ
さ
い
。
申
告
書

に
金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
等
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 
税
務
署
職
員
に
よ
る
申
告
書
作

成
会
場

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

税
務
署
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。

　

ご
来
場
の
際
に
は
、
筆
記
用
具
、

電
卓
な
ど
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
配
布
す
る

整
理
券
の
番
号
順
に
受
付
し
ま
す
が
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　

１
日
目
と
２
日
目
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
３
日
目
か
ら

５
日
目
を
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
譲
渡
所
得
・
相
続
・
贈
与

に
つ
い
て
は
、
行
い
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
税
・
都
民
税

は
課
税
課
。
所
得
税
は
武
蔵
府
中
税

務
署
�
０
４
２
（
３
６
２
）
４
７
１

１

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時
か

１８

ら〔
場
所
〕
市
役
所
３
階
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局

※
傍
聴
は
先
着
３
人
ま
で

〔
問
い
合
わ
せ
〕
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

�
選
挙
管
理
委
員
会
の
開
催

会　場相 談 時 間人 数月 日

中央公民館
地下ホール

午前９時３０分
～午後４時

２５０人１月２９日�

２００人１月３０日�

１５０人１月３１日�

午前１０時～午後４時１５０人２月 １日�

午前９時３０分～午後４時２００人２月 ４日�

■確定申告書作成会場

�

�

�

�

�������������������������������

�������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

比較
Ｂ－Ａ

改定額　Ｂ
消費税を除く

現行　Ａ
消費税を除く

排 出 量区別
種別

９１５２８４３７１０�以下
一
般
汚
水

１５８７７２１１�～２０�
２２１２８１０６２１�～５０�
３０１７６１４６５１�～１００�
３６２１１１７５１０１�～２００�
４６２６６２２０２０１�～５００�
５４３１４２６０５０１�～１,０００�
６３３６３３００１,００１�以上

改 定 額現 行種 別
１６円／�１６円／�公衆浴場汚水

１,４００円／基１,２００円／基家事用井戸汚水
７００円／基６００円／基家事用井戸と水道水併用汚水

■別表１
下水道使用料改定額（１カ月当たり）　　　　　　　　　　　　（円）

※平成１４年４月１日から適用
※上記の金額に消費税相当額が加算されます。　 
※消費税３％ （内税） から５％ （外税） に変更となります。

■別表２
計算例：
一般世帯で１カ月２５�使用した場合

０～１０�　５２８円（基本料金）
５２８円

１１～２０�　８７円／�

８７円×１０�＝８７０円

２１～２５�　１２８円／�

１２８円×５�＝６４０円
小計　２,０３８円

消費税（５％）　　　  　　 １０１円
合計２,１３９円

※現行使用料に対し４０４円のアップ
使用料は水道料金と併せて２カ月分づつ
徴収となります。
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馬
の
夢

　

正
月
二
日
（
元
日
と
も
）
に
み
る

夢
、
初
夢
に
は
じ
ま
る
、
さ
ま
ざ
ま

な
夢
は
、
夢
見
が
よ
い
と
か
、
夢
知

ら
せ
な
ど
と
い
っ
て
、
何
か
の
兆
し

と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

動
物
の
出
て
く
る
夢
で
、
吉
兆
を

判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
狛
江

で
聞
い
た
夢
の
話
の
な
か
で
、
動
物

に
か
か
わ
る
も
の
は
蛇
が
い
ち
ば
ん

多
く
、
次
い
で
馬
。
わ
ず
か
に
魚
の

夢
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
干
支
に

ち
な
ん
で
、
ま
ず
、
馬
の
夢
に
つ
い

て
。
馬
の
夢
を
吉
兆
と
す
る
言
い
伝

え
は
多
く
聞
か
れ
ま
す
。
明
治
二
十

年
代
か
ら
昭
和
ひ
と
け
た
の
生
ま
れ

ま
で
の
人
、
何
人
か
に
聞
い
た
話
か

ら
、
ひ
ろ
っ
て
み
ま
し
た
。

・
馬
の
夢
は
い
い

・
馬
の
夢
を
み
る
と
、
い
い
こ
と
が

　

あ
る
。
縁
起
が
い
い

・
馬
の
夢
は
跳
ね
あ
げ
ら
れ
る
か
ら

　

い
い
。
運
が
向
く

・
馬
に
乗
っ
て
空
を
走
る
夢
は
い
い

・
馬
の
夢
は
い
い
。
食
い
つ
か
れ
る

　

と
な
お
い
い
（
馬
に
か
ま
れ
る
夢

　

は
病
が
治
る
と
い
う
土
地
も
あ
り

　

ま
す
）

　

馬
の
夢
で
天
気
占
い
を
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。「
馬
の
夢
を
み
る
と

お
天
気
が
よ
く
な
る
」
。
そ
し
て
、

跳
ね
る
の
は
快
晴
。

　

何
人
も
の
方
が
、
い
い
夢
、
め
で

た
い
夢
と
し
て
ま
っ
先
に
あ
げ
た
の

が
、
蛇
の
夢
で
す
。

・
蛇
の
夢
は
お
金
が
入
る

・
蛇
の
夢
は
お
金
が
た
ま
る

・
蛇
が
家
に
入
っ
て
く
る
夢
は
い
い

・
蛇
が
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
夢
は

　

と
く
に
い
い

　

そ
の
蛇
の
夢
で
も
、「
の
び
て
火
を

噴
い
て
い
る
の
は
い
け
な
い
」
と
か
、

「
蛇
の
夢
は
み
る
時
刻
に
よ
り
、
よ

し
あ
し
が
あ
る
。
朝
な
ら
い
い
」
な

ど
と
年
寄
り
か
ら
聞
い
た
と
い
う
人

も
あ
り
ま
す
。

　

い
い
夢
を
み
た
ら
人
に
話
す
も
の

で
は
な
い
、
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
蛇
の
夢
を
み
た
ら
人
に
話
す
も
の

じ
ゃ
な
い
」「
蛇
の
夢
は
話
し
て
は
い

け
な
い
。
金
が
は
い
る
よ
う
に
」
な

ど
と
、
い
っ
た
そ
う
で
す
。

・
い
い
夢
は
人
に
話
す
な

・
い
い
夢
は
三
日
話
し
て
は
い
け
な

　

い
。
三
日
は
黙
っ
て
い
る
と
い
い
。

　

三
日
は
し
ゃ
べ
ら
な
い

　

そ
れ
と
反
対
に
、
悪
い
夢
を
み
た

ら
、
人
に
話
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
い

い
ま
す
。
忘
れ
ろ
と
い
い
ま
す
。

・
悪
い
夢
は
、
す
ぐ
話
せ

・
悪
い
夢
を
み
た
と
き
は
、
寝
返
り

　

を
う
つ
と
消
え
る
、
忘
れ
る

・
ナ
ル
テ
ン
（
南
天
）
と
三
回
唱
え

　

る
と
、
悪
い
夢
が
消
え
る

・
悪
い
夢
を
み
た
ら
「
桑
原　

桑
原
」

と
か
「 
獏 　
 
獏 
」
と
唱
え
る

ば
く 

ば
く

・
朝
起
き
て
空
を
見
て
、
こ
う
い
う

　

夢
を
み
た
と
言
え
ば
消
え
る

　

馬
の
夢
を
吉
兆
と
す
る
と
こ
ろ
は

多
く
、
狛
江
で
も
よ
い
夢
と
い
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
夢
見
で
も
占

い
の
判
断
に
ち
が
い
が
あ
っ
て
、
馬

の
夢
を
み
る
と
風
邪
を
ひ
く
と
い
う

言
い
伝
え
も
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。

　

春
の
馬
の
夢
は
春
駒
と
い
っ
て
、

よ
い
こ
と
が
あ
る
と
い
い
、
ま
た
、

初
夢
の
馬
は
吉
、
正
月
中
に
馬
が
家

へ
と
び
込
ん
で
く
る
夢
を
み
た
年
は

蚕
が
当
た
る
な
ど
と
い
う
と
こ
ろ
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　
　

中

島

恵

子

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その 96－

むかし�
今は�

市　

長　

と　

語　

る　

会

�

�

�

�

��

��

　

人　

事　

異　

動

�

�

�

�

��

��

　

１
月
１
日
付
け
で
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は
前
職
） 。

▽
総
務
部
付
（
部
長
待
遇
）〔
狛
江

市
文
化
振
興
事
業
団
派
遣
〕
原
田
良

穂
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
議
会
事
務

局
長　

小
杉
一
成
（
企
画
財
政
部
秘

書
広
聴
課
長
）
▽
企
画
財
政
部
秘
書

広
聴
課
長　

村
野
正
夫
（
総
務
部
情

報
課
主
幹
）
▽
総
務
部
職
員
課
主
幹

〔
狛
江
市
文
化
振
興
事
業
団
派
遣
〕

菊
地
剛
（
市
民
部
課
税
課
長
）
▽
市

民
部
課
税
課
長　

白
井
勝
弘
（
市
民

部
課
税
課
長
補
佐
（
兼
）
庶
務
係
長
）

　

平
成　

年
度
中
に
職
員
に
欠
員
が

１４

生
じ
た
と
き
、
補
充
す
る
た
め
の
採

用
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
職
種
〕
一
般
事
務
・
給
食
調
理

〔
受
験
資
格
〕
�
一
般
事
務
は
、
大

学
で
考
古
学
を
専
攻
し
て
卒
業
し
、

遺
跡
発
掘
調
査
に
従
事
し
調
査
員
の

経
験
が
あ
る
方
�
給
食
調
理
は
、
中

学
校
卒
業
以
上
の
方
�
い
ず
れ
も
、

昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の

４４

方
で
、
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
地

方
公
務
員
法
第　

条
（
欠
格
条
項
）

１６

に
該
当
す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

〔
募
集
人
員
〕
一
般
事
務
は
１
人
、

給
食
調
理
は
若
干
名

〔
申
込
書
配
布
・
申
込
期
間
〕
１
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
午
前
８

１５

２９

時　

分
か
ら
午
後
５
時
の
間
に
職
員

３０
課
で
配
布
し
、
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
。

〔
提
出
書
類
〕
�
所
定
の
受
験
申
込

書
�
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
と
成

績
証
明
書

〔
第
一
次
試
験
日
〕
２
月　

日
�

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
職
員
課

平
成　

年
度
市
職
員
募
集

14

�

�

�

�

��

��

不
燃
ピ
ッ
ト
の
火
災
事
故
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
�
、
稲
城
市
と
狛
江
市
の
ご
み
処
理
を
し
て
い

１３

１１

２３

る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
の
不
燃
ご
み
ピ
ッ
ト
（
収
集
さ
れ
た
不

燃
ご
み
を
一
時
的
に
た
め
て
お
く
設
備
）
か
ら
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
に
、
投
入
ク
レ
ー
ン
室
に
い
た
運
転
員
が
煙
に
気
づ
き
、
放
水

銃
で
い
ち
早
く
消
火
活
動
を
行
っ
た
の
で
、
大
火
災
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
火
元
付
近
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ラ
イ
タ
ー

や
ス
プ
レ
ー
缶
が
ご
み
の
中
に
多
量
に
混
入
し
て
お
り
、
焼
け
焦
げ
て

い
ま
し
た
。　

原
因
は
、
収
集
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ラ

イ
タ
ー
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
混
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
不
燃
ピ
ッ
ト

に
投
入
し
た
と
き
に
、
何
ら
か
の
弾
み
で
ラ
イ
タ
ー
が
発
火
し
、
近
く

の
燃
え
や
す
い
ご
み
に
引
火
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
気
づ
く
の

が
早
く
幸
い
初
期
対
応
で
済
み
清
掃
工
場
の
火
災
や
人
身
事
故
等
の
大

事
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
大
変
危
険
な
事
態
で
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
川
は
、
平
成　

年
５
月
に
発
生
し
た
火
災

１２

事
故
を
教
訓
に
、
火
災
事
故
防
止
策
と
し
て
搬
入
さ
れ
て
き
た
ご
み
の

検
査
や
、
危
険
な
も
の
は
抜
き
取
る
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
部

を
抜
き
取
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
ラ
イ
タ
ー
・
ス
プ
レ
ー
缶
を
ご
み

と
し
て
出
す
場
合
は
、
使
い
切
っ
て
か
ら
ビ
ン
の
日
に
ビ
ン
と
一
緒
に

コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
有
機
溶
剤
、
揮
発
油
等
は
、

処
理
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
絶
対
に
不
燃
ご
み
、

可
燃
ご
み
の
中
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
現
金
〕

○
い
ず
み
会
（
岩
戸
北
３
―
１
）

○
廣
田
弘
子
（
西
和
泉
１
―
３
）

○
�
北
多
摩
建
設
業
協
会
（
小
金
井

市
前
原
町
５
―
１
）

○
�
電
力
中
央
研
究
所
（
岩
戸
北
２

―　

）
１１

〔
物
品
〕

○
日
本
ラ
イ
ト
産
業
株
式
会
社
（
岩

戸
南
４
―　

）
３１

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
う
り
ず
ん
の

風
（
東
和
泉
３
―
６
）

○
井
山
正
三
（
世
田
谷
区
大
蔵
６
―

９
）

  
寄　
　

附

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

�

�

�

�

��

��

  
消
費
生
活
市
民
講
座

「
ご
存
じ
で
す
か
、

　
　
　

成
年
後
見
制
度
」

�

�

�

�

����

����

　

経
済
は
依
然
と
し
て
低
迷
を
続

け
て
お
り
、
い
ま
だ
先
行
き
が
見
え

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
で
は
事

務
事
業
の
見
直
し
、
事
業
の
効
率
化

を
含
め
た
市
財
政
状
況
の
見
直
し

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
市
税
の
増
が

期
待
で
き
な
い
中
、
今
後
さ
ら
に
厳

し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
、「
市
の
財
政
状
況
と
国
民
健
康

保
険
制
度
」
を
テ
ー
マ
に
市
長
と
語

る
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
率
の
改

定
（
案
）
な
ど
を
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
諮
問
し
ま
す
。
そ
の
概

要
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
説
明
し

ま
す
。

▽
〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時

２０

１０

か
ら
正
午
ま
で

〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

▽
〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時

２１

か
ら
９
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
秘
書
広
聴
課

　

市
と
契
約
し
た
保
養
施
設
を
利
用

さ
れ
る
方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
利
用

く
だ
さ
い
。

　

契
約
施
設
は
、
関
東
近
辺
を
中
心

に
温
泉
や
各
種
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
あ

る
旅
館
・
ホ
テ
ル
（　

施
設
）
、
民

５８

宿
（
民
宿
組
合
、
協
会　

団
体
）
、

１２

日
帰
り
施
設
（
８
施
設
）
を
用
意
し

て
い
ま
す
。　

利
用
で
き
る
方
は
、６

カ
月
以
上
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る

方
で
年
度
内
１
人
宿
泊
施
設
は
３
泊

ま
で
、
日
帰
り
施
設
は
１
人
２
回
ま

で
助
成
券
を
発
行
し
ま
す
。 

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

日帰り施設民　宿旅館・ホテル
　

５００円１,５００円２,５００円大　人

３００円１,５００円２,０００円小　人

※小人は４歳以上小学校６年生までです。満
６５歳以上の方または身体障害者手帳をお持ち
の方等が宿泊施設を利用する場合は、上記金
額に１�０００円を加算します。

■助成金額

区分

施設

 　

ご
存
じ
で
す
か
！ 

 
「
狛
江
市
民
保
養
施
設 
利
用
助
成
事
業
」

�

�

�

�

��

��
　
「
成
年
後
見
制
度
」
は
、
痴
ほ
う

の
あ
る
高
齢
者
や
、
知
的
障
害
の
あ

る
方
、
精
神
障
害
の
あ
る
方
な
ど
判

断
能
力
の
不
十
分
な
方
々
が
、
預
貯

金
の
管
理
、
不
動
産
等
の
処
分
、
遺

産
分
割
な
ど
財
産
に
関
す
る
こ
と

や
、
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

や
医
療
・
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
な

ど
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
契
約
等
の
法
律
行
為
を
行
う
時

に
、
そ
の
方
の
意
思
を
で
き
る
限
り

生
か
し
な
が
ら
、
権
利
と
財
産
を
守

り
、
支
援
す
る
制
度
で
す
。
介
護
保

険
制
度
と
共
に
こ
れ
か
ら
の
高
齢

社
会
に
向
け
て
大
変
重
要
な
制
度

で
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
２
月
７
日
�
午
後
１
時　
３０

分
か
ら
３
時　

分
ま
で

３０

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
講
師
〕
前
田
稔
さ
ん
（
�
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト

専
務
理
事
）

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
募
集
人
員
〕
先
着　

人
５０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。



〔
場
所
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

２０

２７

〔
受
付
時
間
〕
午
前
９
時
〜　

時　
１１

３０

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分
３０

〔
休
日
の
問
い
合
わ
せ
〕

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

○
狛
江
消
防
署

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
東
京
消
防
庁
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

�
０
４
２
（
５
２
１
）
２
３

２
３

　

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
行
い
ま
す
。

〔
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種
日
〕
１
月　
２９

日
�〔
判
定
お
よ
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
日
〕

１
月　

日
�
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ

３１

セ
ン
タ
ー
〔
受
付
時
間
〕
午
後
１
時

　

分
〜
２
時　

分
〔
対
象
〕
生
後
３

５０

５０

〜　

カ
月
未
満
の
乳
幼
児〔
持
ち
物
〕

４８
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１２母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
の
こ
と
、
食

事
の
こ
と
、
子
育
て
の
こ
と
等
を
保

健
婦
・
栄
養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
・
会
場
〕
▽
１
月　

日
�
午

２３

後
２
時
〜
４
時
、
南
部
地
域
セ
ン

タ
ー
▽
１
月　

日
�
、
２
月
１
日
�

１８

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分
、
あ
い

３０

１１

３０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
〜
６
カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
の
保
育
に
つ
い
て
の
話
と

離
乳
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。
民
生

委
員
の
協
力
で
受
講
中
、
赤
ち
ゃ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
手
帳
・
筆

記
用
具
・
ふ
き
ん
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み
物
な
ど
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

寒
い
季
節
で
す
が
あ
な
た
の
血
圧

は
大
丈
夫
で
す
か
。
高
血
圧
を
予
防

す
る
こ
と
は
生
活
習
慣
病
を
予
防
す

る
第
一
歩
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
次

の
日
程
で
教
室
を
開
き
ま
す
。

〔
定
員
〕　

人
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

３０

あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。
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■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

■
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

■
育
児
学
級

■
フ
ロ
ア
ー
・
出
張
健
康
相
談

〜
育
児
相
談
も
お
気
軽
に
〜

■
健
康
づ
く
り
教
室
（
高
血
圧
）　

講　　師内　　容日　　時

狛江市医師会
柏田和子さん高血圧について

２月１日�
午後１時３０分
～３時

栄養士

食事の話
（希望者には ､
塩分測定を行い
ます）

２月５日�
午後１時３０分
～３時

運動指導員手軽にできる運動
（実技）

２月８日�
午後１時～３時

■健康教室「高血圧」

　

法
律
改
正
に
よ
り
、
平
成　

年
４

１４

月
分
の
保
険
料
か
ら
、
国
（
社
会
保

険
庁
）
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

納
付
す
る
場
所
は
、
銀
行
・
信
用

金
庫
・
郵
便
局
・
社
会
保
険
事
務
所

等
と
な
り
ま
す
。
区
市
町
村
で
の
支

払
い
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
区
市
町
村
か
ら
お
送
り
し

た
納
付
書
は
、
平
成　

年
５
月
１
日

１４

以
降
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
第
２
号

被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る　

歳
２０

か
ら　

歳
ま
で
の
妻
（
夫
）
は
国
民

６０

年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。　

現
在
、第
３
号
被
保
険
者
関
係

の
届
け
出
は
被
保
険
者
本
人
が
区
市

町
村
の
窓
口
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
平
成　

年
４
月
以
降
は

１４

配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業
所
の
事
業

主
を
経
由
し
て
届
け
出
る
方
法
に
変

わ
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
８
時　

２７

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

〔
場
所
〕
市
役
所
２
階
。
な
お
、
市

民
税
・
都
民
税
（
第
４
期
分
）
、
国

民
健
康
保
険
税
（
第
７
期
分
）
、
介

護
保
険
料
（
第
７
期
分
）
、
国
民
年

金
（　

月
分
）
は
、
１
月　

日
�
ま

１２

３１

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課
・
保
険
年

金
課

　

市
民
と
行
政
が
協
働
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
内
で

活
動
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
対
し
て
、
平
成

　

年　

月
末
に
実
態
調
査
を
行
い
ま

１３

１１

し
た
。

　

な
お
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る
団

体
で
、
調
査
用
紙
が
届
い
て
い
な
い

場
合
は
至
急
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

　

平
成　

年
２
月　

日
�
午
後
１
時

１４

１３

か
ら
、
都
庁
会
議
室
に
て
開
催
。
事

前
抽
選
で　

人
ま
で
傍
聴
可
。住
所
・

１５

氏
名
・
電
話
番
号
記
載
の
往
復
は
が

き
で
郵
送
に
て
申
し
込
み
。
２
月
１

日
�
必
着
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
〒
１

６
３
―
８
０
０
１
東
京
都
都
市
計
画

局
都
市
計
画
課
�
（
５
３
８
８
）
３

２
５
４
へ
。

　

狛
江
駅
北
口
駅
前
広
場
を
「
水
と

緑
の
住
宅
都
市
の
玄
関
口
」
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
に
す
る
た
め
、
そ
の
課

題
や
問
題
点
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時

１７

〔
場
所
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
絹
山
�
（
３
４
８

０
）
６
７
９
２

　

戦
没
者
の
遺
族
（
平
成
７
年
４
月

１
日
以
降
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１１

３１

に
公
務
扶
助
料
・
遺
族
給
付
金
等
の

受
給
権
者
が
い
な
く
な
っ
た
方
が
対

象
）
に
対
す
る
第
７
回
特
別
弔
慰
金

の
請
求
受
付
が
、
平
成　

年
４
月
１

１４

日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
ま
だ
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
在
宅
福

祉
課
へ
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
福
祉
局
指

導
援
護
課
�
（
５
３
２
０
）
４
０
７

７▽
正
規
職
員

〔
職
種
〕
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク

ま
た
は
ケ
ア
ワ
ー
ク
（
相
談
・
介
護
・

事
務
等
）

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
資
格
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

４３

生
ま
れ
の
方
で
、
短
大
卒
（
専
修
学

校
含
む
）
以
上
で
、
社
会
福
祉
主
事

任
用
資
格
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福

祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る

方▽ 
嘱
託
職
員

〔
職
種
〕
早
期
療
育
訓
練
事
業
業
務

〔
募
集
人
員
〕
若
干
名

〔
資
格
〕
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

４３

生
ま
れ
の
方
で
、
短
大
卒
（
専
修
学

校
含
む
）
以
上
で
、
保
育
士
、
幼
稚

園
教
諭
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方

〔
申
し
込
み
〕
い
ず
れ
も
１
月　

日
３１

�
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
る

所
定
の
受
験
申
込
書
を
持
参
し
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
協
議
会

�
（
３
４
８
８
）
０
２
９
４

国
民
年
金
保
険
料
の
取
扱
い

が
変
わ
り
ま
す

市
税
・
国
民
年
金
の
納
付
お

よ
び
相
談
窓
口
を「
日
曜
日
」

に
開
設
し
ま
す

平
成　

年
４
月
か
ら
第
３
号

１４

被
保
険
者
関
係
の
届
出
方
法

が
変
わ
り
ま
す

　

防
災
行
政
無
線
は
、震
災
時
等
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
、迅
速
か
つ

正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、適
切
な
避
難
誘
導
を
行
う

と
と
も
に
、情
報
不
足
や
誤
報
な
ど

に
よ
る
混
乱
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
市
内　

カ
所
に
防
災
行
政

２３

無
線
子
局
（
拡
声
機
）
が
設
置
し
て

あ
り
ま
す
が
、設
置
後　

年
を
経
過

２０

し
、老
朽
化
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、

現
在
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
合
わ
せ
て
、
市
内
３
カ
所

に
新
た
に
子
局
を
設
置
し
ま
す
。

　

な
お
、防
災
行
政
無
線
を
新
設
す

る
場
所
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
猪
方
３
丁
目　

番
猪
方
前
原
樹

１３

林
地

○
元
和
泉
２
丁
目
８
番
１
号
元
和

泉
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○ 
東
野
川
４
丁
目　

番
谷
戸
橋
広

２３

場〔
問
い
合
わ
せ
〕
総
務
防
災
課

防災行政無線を
改修しています

第
１
５
２
回
東
京
都
都
市
計

画
審
議
会

狛
江
駅
北
口
問
題
を
考
え
る

市
民
の
会

狛
江
市
社
会
福
祉
協
議
会
職

員
募
集

狛
江
市
民
活
動
団
体
実
態
調

査
に
つ
い
て

戦
没
者
の
遺
族
の
方
へ



�　広報こまえ　平成１４年（２００２年）１月１５日

対　象内　容日　時

通常の学級の児童
と合同たこ作り１月２６日�

午前９時３０分～１１時３０分

障害児のみ体操（講師）２月９日�
午前９時３０分～１１時

通常の学級の児童
と合同ゲーム２月２３日�

午前９時３０分～１１時３０分

障害児のみおでかけ３月９日�
午前９時３０分～正午

通常の学級の児童
と合同お楽しみ会３月２３日�

午前９時３０分～１１時３０分

■狛江歩歩クラブ　ハイキング
　１月２１日�午前８時２０分Ｊ Ｒ登戸
駅改札前。雨天翌日。神奈川の美林
５０選神武寺の森。三浦半島と東京
湾の展望鷹取山へ〔問い合わせ〕北
添�（３４８９）２６１７
■新春ダンスパーティー
　１月２６日�午後１時３０分～４時
３０分、中央公民館にて。１人でも
会員の競技選手がお相手します。
参加費５００円〔問い合わせ〕狛江ダ
ンススポーツアカデミー・永井�
（３４８０）０９９７
■狛江剣道同志会　会員募集
　毎週水・土曜日午後６時３０分か
ら野川地域センター、第七小学校に
て。月会費２,０００円。小学生から高
齢者まで剣道を楽しんでいます。初
心者歓迎。貸防具あり（月額２５０円）
〔問い合わせ〕坪木�（３４８８）８４７２
（午後８時まで）
■ポピーテニスクラブ　会員募集
　毎週水曜日の午前中、東野川市民
テニスコートにて。女性コーチと主
婦の中級レベルのサークルです。１
回無料体験あり。月会費４,５００円〔問
い合わせ〕的場�（３４１７）６６７４

■２００２新春ダンスパーティー
　イズミスイングオーケストラの
生演奏をバックに社交ダンスを踊
りましょう。１月２７日�西河原公民
館にて。午後１時から受け付け。参
加費１,０００円〔問い合わせ〕丸井�
（３４８９）４９６５
■狛江リフレッシュ体操同好会　
会員募集

　毎週月曜日午前１０時～１１時１０
分、市民総合体育館にて。中高年の
男女で、健康維持のための運動をし
て心身共にリフレッシュしません
か。見学歓迎。月会費２,５００円〔問
い合わせ〕吉岡�（３４８９）０２８６
■社交ダンスローズ　会員募集
　毎週金曜日午後７時～９時、中央
公民館にて。講師の丁寧な指導のも
と、楽しく練習しています。男女を
問わず。初心者歓迎。見学自由。入
会金１,０００円、月会費２,０００円〔問
い合わせ〕鈴木�（３４８８）３０２７
■狛江経済研究会　会員募集
　毎月第１・３水曜日午後１時３０分
～３時３０分、西河原公民館にて。
経済の勉強をしませんか。講師を招
く場合もあります。生活設計に役立
ちます。月会費３００円〔問い合わせ〕
青沼�（３４８８）４６９１

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

�
�

�
�

　

安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
を
乗
り
越

え
、
楽
し
く
子
育
て
を
し
て
い
く
た

め
に
は
、
パ
パ
の
協
力
が
と
て
も
大

切
で
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時　

２６

１０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
対
象
〕
妊
娠　

週
〜　

週

１６

３６

未
満
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
〔
定
員
〕　

組
（
先
着
順
）〔
内

１２

容
〕
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体
験
、
育
児

の
話
な
ど

〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１５１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕２
月
は
１
日
・
８
日
・　

日
・

１５

　

日
（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）
受
付
時

２２間
は
午
後
１
時
〜
１
時　

分〔
会
場
〕

１０

あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕

１
回
目
は
ズ
ボ
ン
・
２
回
目
は
歯
ブ

ラ
シ
・
コ
ッ
プ
、
そ
の
他
４
回
を
通

し
て
母
子
健
康
手
帳
と
筆
記
用
具
を

持
参
く
だ
さ
い
〔
定
員
〕　

組
（
予

２０

約
制
）
※
な
る
べ
く
１
回
目
か
ら
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
外
に
出
て
、
歌

や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
通

し
て
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
・
２
月　

日
・

２９

１９

３
月　

日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
で
３

１２

回
コ
ー
ス
）
午
前　

時
〜
正
午
〔
会

１０

場
〕
狛
江
市
健
康
相
談
所
〔
対
象
〕

１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

〔
定
員
〕　

組
〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ

２０

オ
ル

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
か
ら
直
接
健
康
課
窓
口
か
電
話

１６で
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
プ
レ
パ
パ
学
級
（
父
親
学
級
）

■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

�

■
第　

回
新
春
の
集
い

２７

■
狛
江
市
文
化
協
議
会
展
示
物

■
中
学
生
の
お
菓
子
作
り

■
会
食
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
こ
ま
え
楽
市

■
百
人
一
首
を
楽
し
む
会

■
西
河
原
公
民
館
臨
時
休
館

■
遊
び
の
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

■
楽
し
い
農
園
講
演
会

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）
手
話
に
挑

戦
し
よ
う
！

狛江�
至新宿�

泉龍寺�

バス�
ロータリー� オダキュー�

　　　OX

コーヒー�
ショップ�

噴水�
花屋�

本屋�

狛江市健康相談所�

元和泉１－１１－１１�

�

３４８０－５３５２�

�

■遊びの会３学期の予定

　

新
春
を
祝
い
、
日
舞
・
新
舞
踊
・

民
舞
・
民
謡
等
の
伝
統
芸
能
団
体
が
、

日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時　

２７

１０

３０

分
開
演
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル

〔
出
演
団
体
〕
龍
鳳
会
・
貞
山
会
・

扇
汐
会
・
美
重
駒
会
・
駒
渡
美
会
・

秀
狛
会
・
充
桃
園
会
・
秀
和
会
・
糸

音
会
・
さ
ざ
な
み
会
・
晃
彦
会
・
一

祥
会
・
民
恵
会
・
幸
花
会
・
佳
久
芳

会〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
佐
藤
�
（
３
４
８
９
）
０
９
４

６
　

市
役
所
２
階
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
、

月
交
替
で
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
１
月　

茶
道
具
・
狛
江
市
茶
道
連

盟
▽
２
月　

手
工
芸
・
手
工
芸
グ

ル
ー
プ
▽
３
月　

書
道
・
書
海
社
女

流
展
▽
４
月　

陶
芸
・
野
歩
▽
５
月

絵
画
・
狛
江
デ
ッ
サ
ン
会
▽
６
月

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
キ
ル
ト
コ
ン
パ
ス

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
市
文
化
協
議

会
・
晝
間
�
０
４
２
４
（　

）
９
８

８８

１
１

　

第
三
育
成
委
員
会
で
は
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
の
お
菓
子
を
手
作
り
す
る
中

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
初
め
て
の
人

で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
定

員
〕
中
学
生　

人
（
申
し
込
み
順
）

２０

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布

（
バ
ン
ダ
ナ
可
）・
小
さ
な
容
器
〔
参

加
費
〕
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
堤
�

（
３
４
３
０
）
７
４
３
４
へ
。

　

青
年
教
室
で
は
、
自
己
表
現
活
動

の
一
環
と
し
て
、
手
話
を
行
い
ま
す
。

〔
期
日
〕
２
月
７
・　

・　

・　

日

１４

２１

２８

毎
週
木
曜
日
〔
時
間
〕
午
後
７
時
〜

９
時
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
中
央

公
民
館
�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

へ
。

　

若
葉
会
で
は
毎
月
会
食
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

唱
歌
・
童
謡
を
歌
っ
た
り
、
時
に
は

実
に
な
る
話
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
聞
い
て

の
会
食
会
で
す
。

〔
日
時
〕２
月
５
日
�
正
午
か
ら〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
会
費
〕

５
０
０
円
〔
対
象
〕　

歳
以
上
（
先

７０

着　

人
）

５０
〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
藤
田

�
（
３
４
８
０
）
２
６
４
０
へ
。

　

市
内
商
業
者
と
市
民
参
加
に
よ
る

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。
毎
月
最

終
日
曜
日
に
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
な
ど

加
え
開
催
し
て
い
ま
す
。
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
の
申
し
込
み
も
併

せ
て
募
集
し
ま
す
。

　

出
店
の
受
け
付
け
は　

日
か
ら　

１６

１７

日
（
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

ま
で
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

午
後
３
時
〔
場
所
〕
市
役
所
前
市
民

ひ
ろ
ば
〔
出
店
料
〕
店
舗
２
�
０
０

０
円
（
２
×
３
ｍ
）
、
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
１
�
１
０
０
円（
２
×
２
ｍ
）

（
そ
れ
ぞ
れ
保
険
料
込
み
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕こ
ま
え
楽
市
の
会
・

山
岸
�
（
３
４
８
０
）
２
０
７
４

　

西
河
原
公
民
館
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
指
導
者
に
よ
る
百
人
一
首
の

集
い
を
開
催
し
ま
す
。
中
学
生
の
皆

さ
ん
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２６

４
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館
〔
対

象
〕
中
学
生
〔
定
員
〕　

人
〔
指
導

２０

者
〕
井
上
孝
さ
ん
・
坂
本
安
正
さ
ん

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

　

１
月　

日
�
は
、
西
河
原
公
民
館

１９

（
学
習
情
報
室
も
含
む
）
の
施
設
点

検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
西
河
原
公
民
館
�

（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

　

遊
び
の
会
は
、
市
内
在
住
の
障
害

を
持
っ
た
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、

第
２
・
４
土
曜
日
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
楽
し
い
遊
び
を
企
画
し

て
い
ま
す
。
第
４
土
曜
日
は
通
常
の

学
級
に
通
う
児
童
と
合
同
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
第
一
小
学
校
い
ず
み
学
級

プ
レ
イ
ル
ー
ム
※
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
渡
辺
�
（
５
４
９

７
）
３
６
６
９
ま
た
は
社
会
教
育
課

　

畑
の
土
づ
く
り
と
春
夏
野
菜
の
準

備
に
つ
い
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
２
日
�
午
前　

時
〜

１０

　

時　

分
〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

１１

３０

〔
講
師
〕
澤
地
信
康
さ
ん
（
園
芸
研

究
所
所
長
）〔
対
象
〕
市
民
農
園
利
用

者〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課



　

■
地
元
生
産
者
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習
会

　

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
地
区
花
卉
部

会
で
は
、
冬
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ア
レ

ン
ジ
を
作
る
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
�
午
前　

時

２６

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
１
時
〜
２
時　

３０

３０

分
�
午
後
３
時
〜
４
時
３
０
分
※
�

�
は
以
前
参
加
さ
れ
た
方
�
は
初
め

て
の
方
を
対
象
と
し
ま
す
。〔
会
場
〕

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店
〔
会
費
〕

１
�
２
０
０
円
〔
定
員
〕
各
回　

人
１５

〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ
ン
・
ハ
サ
ミ
・

筆
記
用
具
〔
申
し
込
み
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ

ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
狛
江
支
店
店
頭
に
て

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
�
午
前　

時

２３

１０

　

分
〜
正
午
�
午
後
２
時
〜
３
時　

３０

３０

分
�
午
後
５
時　

分
〜
７
時〔
会
場
〕

３０

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛
江
支
店
〔
会
費
〕

１
�
２
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）〔
定

員
〕各
回　

人〔
持
ち
物
〕エ
プ
ロ
ン
・

１５

ハ
サ
ミ
・
筆
記
用
具
〔
申
し
込
み
〕

Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
狛
江
支
店

店
頭
に
て
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

〔
問
い
合
わ
せ
〕
Ｊ
Ａ
マ
イ
ン
ズ
狛

江
支
店
�
（
３
４
８
８
）
３
４
３
５

　

西
河
原
公
民
館
・
多
目
的
ホ
ー
ル

の
舞
台
ス
タ
ッ
フ
に
市
民
参
加
が
で

き
る
た
め
に
、
舞
台
機
構
・
照
明
の

講
習
会
を
行
い
ま
す
。

〔
日
時
・
内
容
〕
別
表
〔
会
場
〕
西

河
原
公
民
館
〔
対
象
〕
舞
台
ス
タ
ッ

フ
に
関
心
の
あ
る
高
校
生
以
上
の
市

民
〔
定
員
〕　

人
〔
受
講
料
〕
無
料

１５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
西
河

原
公
民
館
�
（
３
４
８
０
）
３
２
０

１
へ
。

　

日
常
、
運
動
す
る
習
慣
の
な
い
人

や
、
運
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も

そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
よ
う
な
人

に
対
し
、
運
動
の
き
っ
か
け
と
な
る

場
を
提
供
し
、
健
康
に
関
す
る
知
識

を
身
に
つ
け
て
生
活
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
教
室
で
す
。

〔
日
程
〕
２
月
２
日
�
・
９
日
�
・

　

日
�
・　

日
�
・
３
月
２
日
�
全

１６

２３

５
回
午
前　

時　

分
〜
午
後
零
時　

１０

１５

１５

分
。
講
義　

分
・
実
技
１
時
間
〔
対

４５

象
〕
市
内
在
住
・
在
勤
の　

歳
〜　

２０

５９

歳
ま
で
の
男
女
〔
定
員
〕　

人
〔
会

３０

場
〕
市
民
総
合
体
育
館
〔
参
加
費
〕

１
０
０
円
（
保
険
料
と
し
て
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
午
前
９
時
か
ら
市
民
総
合
体

１６育
館
窓
口
ま
た
は
�
（
３
４
３
０
）

１
１
４
１
へ
。

■
幼
児
の
つ
ど
い　

毎
週
木
曜
日
、

午
前　

時
〜
正
午
〔
内
容
〕
１
月　

１１

１７

日
車
作
り
。　

日
元
気
に
あ
そ
ぼ
う
。

２４

　

日
吹
い
て
ま
と
あ
て
〔
対
象
〕
幼

３１児
（
保
護
者
同
伴
）。
上
履
き
持
参
。

■
マ
ジ
ッ
ク
で
あ
そ
ぼ
う　

１
月　
１６

日
�
午
後
３
時
〜
４
時
〔
対
象
〕
小

学
生
以
上
〔
定
員
〕　

人
２０

■ 
手
づ
く
り
あ
そ
び　

１
月　

日
２６

�
午
後
３
時
〜
４
時
〔
内
容
〕
つ
な

登
り
人
形
を
作
ろ
う
〔
対
象
〕
小
学

生
以
上
〔
定
員
〕　

人
２０

■
子
ど
も
映
画
会　

１
月　

日
�
午

３０

後
３
時
〜
３
時　

分
「
あ
り
と
き
り

３０

ぎ
り
す
・
鐘
を
な
ら
し
た
き
じ
」〔
対

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
か
ら
。

■
も
ち
つ
き
大
会　

１
月　

日
�
午

１９

前　

時　

分
〔
対
象
〕
幼
児
（
保
護

１１

３０

者
同
伴
）
か
ら
小
学
生
。
参
加
費
無

料
。
※　

日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

１８

だ
さ
い
（
電
話
可
）
。

■ 
手
づ
く
り
遊
び　

１
月　

日
�

２３

午
後
２
時
か
ら
「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
こ
ま
」〔
対

象
〕
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
〜
小
学

生
。
定
員　

人
。

２０

■ 
ユ
ニ
セ
フ
ハ
ウ
ス
へ
行
こ
う　

１
月　

日
�
午
後
１
時
集
合
５
時　

２６

３０

分
解
散
。
参
加
費
４
２
０
円〔
対
象
〕

小
学
生
。

　

広
い
園
庭
で
、
保
育
園
の
お
友
達

と
一
緒
に
元
気
い
っ
ぱ
い
身
体
を
動

か
し
て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
砂
場
や
遊

具
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
お
子
さ

ん
を
連
れ
て
ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ

い
。
な
お
、身
長
、体
重
測
定
も
行
っ

て
い
ま
す
。
園
の
誕
生
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２２

４０

分
〜　

時（
雨
天
翌
日
）〔
持
ち
物
〕親

１１

子
と
も
汚
れ
て
よ
い
服
装
で
、
着
替

え
・
タ
オ
ル
等
を
持
参
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕駄
倉
保
育
園
�（
３

４
８
９
）
２
４
４
１

■
狛
江
親
子
読
書
会
・
親
子
で
楽
し

む
お
は
な
し
会　
「
お
は
な
し
お
ば

さ
ん
」
で
有
名
な
藤
田
浩
子
さ
ん
を

迎
え
、
昔
ば
な
し
の
語
り
や
手
あ
そ

び
、
工
作
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
親
子
で

参
加
し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２６

１０

正
午
〔
会
場
〕
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
飯
野
�
（
５
４
９

７
）
１
８
６
０

■
幼
児
の
つ
ど
い　

１
月　

日
�
お

１８

か
あ
さ
ん
と
か
ご
め
。　

日
�
や

２５

ぶ
っ
て
ポ
ン
。
２
月
１
日
�
オ
ニ
さ

ん
と
遊
ぼ
う
。
午
前　

時　

分
〜
午

１０

３０

後
１
時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
。

３０

上
履
き
持
参
。

■
人
形
劇
と
園
庭
開
放　

劇
団
ス
ー

プ
に
よ
る
楽
し
い
人
形
劇
と
、
園
庭

開
放
を
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２４

１０

　

時
１１■

節
分
、
獅
子
舞
い
と
園
庭
開
放

　

駒
井
お
は
や
し
保
存
会
の
方
々
が

演
ず
る
獅
子
舞
い
や
、
お
か
め

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
、
伝
統
の
民
族
芸

能
で
す
。
園
庭
開
放
も
行
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
１
日
�
午
前　

時
〜

１０

　

時
〔
場
所
〕
多
摩
川
保
育
園

１１〔
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩
川
保
育
園
�

０
４
２
４
（　

）
４
６
６
７

８３

　

保
育
園
の
お
友
達
と
楽
し
く
遊
び

ま
せ
ん
か
。
手
遊
び
や
リ
ズ
ム
遊
び

も
し
ま
す
。
保
育
相
談
、
離
乳
食
の

相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

　

時
（
雨
天
中
止
）〔
場
所
〕
狛
江
子

１１ど
も
の
家
園
庭

〔
問
い
合
わ
せ
〕
狛
江
子
ど
も
の
家

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

■
児
童
行
事
実
技
講
座
「
読
み
聞
か

せ
の
魅
力
」

　
〔
日
時
〕２
月
６
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
（
講
義
）・
午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
実
技
）〔
定
員
〕　

人
〔
講

３０

３０

師
〕
代
田
知
子
さ
ん
（
埼
玉
県
入
間

郡
三
芳
町
図
書
館
司
書
）
※
託
児
施

設
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 
朗
読
講
習
会
（
初
心
者
向
け
）　

〔
日
時
〕
２
月
７
日
・　

日
・　

日
・

１３

２１

　

日
（
全
４
回
）
午
前　

時
〜
正
午

２８

１０

〔
場
所
〕
中
央
図
書
館
〔
講
師
〕
恵

美
美
紀
子
さ
ん
（
日
本
障
害
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
）〔
定
員
〕　
３０

人〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
中
央
図
書
館
へ
。

１５

広報こまえ　平成 14年（2002 年）１月 15 日　�

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
駄
倉
保
育
園
園
庭
開
放

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６
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N
P
O
は
、
"N

on
P
rofit

O
rganization

"
の
略
で
、
直
訳
す

る
と
非
営
利
組
織
（
団
体
）
の
意
味
で
す
。

民
間
の
非
営
利
団
体
（
N
P
O
）
は
、
福
祉
、
環
境
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
幅
広
い
領
域
で
、
問
題
解
決
の
実
績
を
積
み
重
ね
活
動
を
行
い
、

そ
の
存
在
と
重
要
性
が
広
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
N
P
O
の
多
く
は
、
事
務
所
を
借
り
る
契
約
時
、
不
動
産

登
記
や
銀
行
口
座
の
開
設
時
な
ど
活
動
す
る
う
え
で
法
人
格
を
持
た
な

い
こ
と
に
よ
り
支
障
が
出
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
対
応
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た
え
、
N
P
O
が
よ
り
活
発
な

活
動
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
図
る
た
め
制
定
さ
れ
た
法
律
が
「
特

定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
N
P
O
法
）
」
で
す
。

法
人
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
は
じ
め
と
す

る
市
民
活
動
の
健
全
な
発
展
を
促
進
し
、
公
益
の
増
進
が
図
れ
ま
す
。

狛
江
市
内
に
は
、
内
閣
府
お
よ
び
東
京
都
で
法
人
格
を
取
得
し
て
い

る
団
体
が
６
団
体
あ
り
ま
す
（
平
成　

年　

月　

日
現
在
）。

１３

１１

３０

 〔特
定
非
営
利
活
動
と
は
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
も
の
の
利
益
の
増
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
次
に
あ
て
は
ま
る
活
動
で
す
〕

１
、
保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る
活
動

２
、
社
会
教
育
の
推
進
を
図
る
活
動

３
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
活
動

４
、
文
化
、
芸
術
又
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
活
動

５
、
環
境
の
保
全
を
図
る
活
動

６
、
災
害
救
援
活
動

７
、
地
域
安
全
活
動

８
、
人
権
の
擁
護
又
は
平
和
の
推
進
を
図
る
活
動

９
、
国
際
協
力
の
活
動

　

、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
を
図
る
活
動

１０
　

、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る
活
動

１１
　

、
以
上
の
活
動
を
行
う
団
体
の
運
営
又
は
活
動
に
関
す
る
連
絡
、 助

１２
　
 言
ま
た
は
援
助
の
活
動

■
生
花
に
よ
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
講
習
会

■
西
河
原
舞
台
ス
タ
ッ
フ
講
習
会

◎
多
摩
川
保
育
園

◎
狛
江
子
ど
も
の
家
園
庭
開
放

◎
中
央
図
書
館

　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
４

◎
岩
戸
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
８
）
７
０
４
０

会場内　容日　時回

学習室�
舞台機構・照明の役割

について
２月２日�

午後１時３０分～４時３０分
1

ホール
舞台照明の実際
「機材と仕込み図」

２月６日�
午後７時～９時

２

ホール
舞台照明の実際

「仕込みの手順と注意」
２月７日�
午後７時～９時

３

ホール
舞台照明の実際

「仕込みと操作の実際」
２月８日�
午後７時～９時

４

　

狛
江
市
と
「
ふ
る
さ
と
友
好
都
市
」

を
締
結
し
て
い
る
新
潟
県
川
口
町
で
、

町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
募
集

（
テ
ー
マ
は
川
口
町
の
歴
史
・
文
化

に
由
来
す
る
も
の
、
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
の
で

希
望
す
る
方
は
市
民
協
働
課
ま
で
連

絡
く
だ
さ
い
。
２
月　

日
�
ま
で
。

１５

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課　

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

■ 
ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
教
室

「
ト
ー
タ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
」

〜
運
動
不
足
の
解
消
と
体
力
ア
ッ

プ
〜


